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メピコートクロリド剤処理によるプドウ `ノ ースレッド'の花ぶるい防止
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1 は じ め に

ブドウ `ノ ースレッド'は果樹試験場安芸津 (現カキ・

プドウ支場)で育成された品種である。この品種は,`キ ャ
ンベル・ アーリー'に比べて収穫期が7日程度早く, しか

も糖度が高く,食味が優れるので,1997年より,青森県の

基本品種として位置づけ,普及拡大を図っている。また,

花ぶるいを防止するため,開花前に新梢の摘心を行い,一

時的に新梢生長を抑制して結実を促しており,開花前の摘

心処理は,必須の作業となっている。

しかし,樹勢の強い樹では,花ぶるいの多い傾向がみら

れる。

そこで,メ ピコートクロリド剤の散布により 'ノ ースレッ

ド'の花ぶるい防止と摘心作業の簡略イヒを図るため,薬剤
処理が果実品質と新梢生長に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

(D 供試樹 :1997～ 1998年は,当センター内栽値の `ノ ー

スレッド'(改良マンソン仕立て,短梢剪定,栽植距離25
×20m)を供試し,ま た,1998年 には現地 (藤崎町)に
栽培されている ノースレッド'(改良マンソン仕立て ,

長梢剪定,栽植距離25× 35m)も供試した。
2)試験区の構成 :表 1の ように,薬剤処理 (6～Ю枚)
区,無処理区及び摘心処理区とした。

表 1 試験区の構成

月日 (年)撫本)場所
1997薬剤処理(6枚)展葉6枚時
″ (8枚)展葉8枚時
″ (10枚)展葉10枚時
無処理     ―
摘心処理   開花始め

5/30 5  3 五戸
6/14 ″  ″  ″
6/23 ″  ″  ″

6/26 ″   ″   ″

ピコートクロリド剤500倍を噴霧器を用いて立木全面に薬

液がしたたり落ちる程度に散布した。その後,新梢基部か

ら花穂着生付近の副梢を摘除し,それ以降は慣行どおり管

理した。また,1998年の現地試験では,新梢葉枚数が22～

23枚時に20葉残し新梢を摘心した。

2)無処理区 :開花前の摘心処理は行わず,その後は慣
行どおり管理した。

3)摘心処理区 :第 1花穂から上位 4枚の葉を残して摘
心し,ま た,副梢は,上位 2節から発生したものを残 し,
それより下位から発生 しているものは摘除した。その後は

慣行どおり管理した。

“

)調査方法
1)果実品質調査 :収穫時 (1997年は9月 28日 ,1998年
は9月 21日 ,1998年現地は9月 17日 )に果房重,粒数, 1

粒重,着粒密度,糖度,酸度について調査した。

2)調査新梢数 :1997～ 1998年は,各区とも1樹当たり
10本.ま た1998年の現地は,摘梢終了後,全数調査した。

3)新梢長測定時期 :1997年は,薬剤処理区では処理直
前 (6枚区は5月 30日 ,8枚区は6月 14日 ,10枚区は 6月
23日 )と開花始め (6月 26日 ),無処理及び摘心処理区は

開花始めの前日に測定した。1998年は,処理直前 (7枚区
は 5月 22日 ,9枚区は6月 2日 )と開花始め (6月 9日 ),
無処理区と摘心処理区は開花始めに測定した。また,1998

年の現地は,薬剤処理区,摘心処理区とも,摘梢終了後に

薬剤処理直前 (5月 26日 )と摘心処理直前 (6月 7日 )に

測定した。

4)展葉数 :10円玉より大きく展開した葉を 1枚 とみな
し,いずれの区も新梢長調査と同時に測定した。

3 試験結果及び考察

0)1997年 の結果

粒数,果房重,着粒密度とも,薬剤処理区及び摘心処理

区が無処理区より大きい値を示した。しかし,薬剤処理区
のうち展葉 6枚時に処理 した 6枚区で,糖度が低かった

(表 2)。 これは,6枚区の果房が大きく,1樹当たりの収
量が多かったためと考えられた。

開花時の新梢長は,薬剤処理区及び摘心処理区が,無処

理区に比べて短かった。また,同 じ薬剤処理区でも,早期
メ  薬剤処理をした6枚区で短かった (表 3)。
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1998 薬剤処理(7枚)展葉7～ 8枚時 5/22 6  3 五戸
″ (9枚)展葉9～ 10枚時 6/2  ″   ″   ″
無処理    ―       ―   ″   ″   ″
摘心処理   開花始め    6/9  ″   ″   ″

1998薬剤処理(8枚)展葉8～ 10枚時
摘,心処理   開花直前頃

5/26 4  5 藤崎
6/7 ″  ″  ″

0)処理方法
1)薬剤処理区 :1997～ 1998年のセンター内試験は,
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表 2 果実品質

年次 試 験 区 果房重 粒数 1粒重 罰密度 糖度 酸度
(8) (粒 ) (8)(樋/m)(%) (%)

1997薬剤処理(6枚 )
″ (8ω
″ (10枚 )

無処理

摘′さ処理

1998薬剤処理(7枚)840341 34 335 179 081
″  (9ω  l142 424  35  381  172  081
無処理     531 177 36 182 189 085
摘心処理    841 363 34 361 190 071

1998薬剤処理(8枚)1913 480 39 406 169 046
摘t政理   1472436 34 364 159 034

表 3 薬剤処理時及び開花期の新梢長と葉枚数

年次  試 験 区  薬剤処理時   開花時
(摘心処理直前)

2037 437  47  442  169  055
1560 356  45  358  184  061
1253 309  4 1   326  185  056
1047 242   43  254  188  057
1294 343  39  350  192  059

新梢長 葉枚数

(ca) (枚 )
新梢長 葉枚数

(cI) (枚 )
1997 薬剤処理(6枚 )

″ (8枚 )
″ (10枚 )
無処理

摘心処理

285     5 7

579    87
927    11 2

93 1   124
1004   125
102 0   124

111 4   11 8

1041   123
1998 薬剤処理(7枚 )

″ (9枚 )
無処理

摘心処理

795   103
862   100
960   106
1038   120

２

３

一　

一

５

■

一　

一

開花時の展葉数は,区間で大きな差はなかった (表 3)。

このことから,薬剤処理による新梢の伸長抑制は,節間

の長さが抑制されることによるものと考えられる。

(D 1998年 の結果

粒数,果房重及び着粒密度は,薬剤処理区及び摘心処理

区が無処理区より大きい値を示した。しかし,糖度は薬剤

処理区が,無処理区及び摘心処理区より低かった (表 2)。

開花時の新梢長は,薬剤処理区が無処理区及び摘心処理

区に比べて短かった。また,同 じ薬剤処理区でも,処理時

期の早い 7枚区が処理時期の遅い9枚区より短かった。開

花時の葉枚数は,区間で大きな差はみられなかった (表 3)。

13)1998年現地の結果

果実品質及び新梢長は,薬剤処理区と無処理区で差はな

かった (表 2,3)。 しかし,薬剤処理時 (5月 26日 )か

1998 薬剤処理(8枚) 504  78  667  81
摘心処理    427  - (627)(79)

ら摘心直前 (6月 7日 )の間の新梢の伸長量は,薬剤処理

区が摘心処理区より少なく,薬剤処理により新梢生長は ,

抑制されたと考えられる。

摘心直前の展葉数は,区間で差がなかった。

4 ま  と  め

ブドウ `ノ ースレッド'に メピコー トクロリド剤500倍

を処理すると,無処理区と比べて,収穫時の果房着粒数は

増加し,果房重も重くなった。また,新梢伸長も抑制され,

その効果は,摘心処理区と同等かそれ以上であった。

以上の結果から,メ ピコートクロリド剤の500倍液処理は、

プドウ `ノ ースレッド'の花ぶるい防止に有効であり,展

葉 8～ 10枚時が処理適期である。

―-168-―


